
































































































出てきた。それまで 8 単位必修であった英語の単位が 6 単位になったのである。日本
において英語は外国語であり、日常的に使用する機会はほとんどない。英語の授業は数
少ない貴重な英語使用の機会である。それが減少することは厳しいものであった。更に、
2008 年には各学部に分属していた教員が再結集して、異文化コミュニケーション学
部を開設した。2012 年には異文化コミュニケーション学部の上に異文化コミュニケー
ション研究科言語科学専攻が開設された。2020 年からは、これまで全カリの英語教育
を担ってきた教員は全カリ英語教育の運営から撤退し、それに代わる新たな組織「外国
語教育研究センター」が開設されることになっている。全学共通カリキュラム運営セン
ター英語教育研究室発足から 24 年後のことである。全カリ英語を担ってきた教員たち
は異文化コミュニケーション学部にこれまで以上に専念し、新たに構築される組織が全
カリ英語を担ってゆくことになる。歴史は繰り返されると言うべきか。新たなサイクル
の始まりである。
立教大学は、私が着任した1996年には5学部であったものが、今では10学部になり、
海外に留学する学生数、海外から立教に来る留学生の数も驚くほど増えている。英語で
行われる授業も増加の一途をたどっており、いわゆるキャンパスの国際化には目を見張
るばかりである。今後この傾向は続くであろうし、それに伴うキャンパスの多言語化も
進むことになろう。日本は内発的な動機付けから何かが変わるというよりも、外発的な
理由によって変わることが多い。今起こっているキャンパスの国際化が、状況の変化を
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引き起こし、それが引き金となり、変わらざるを得ないという理由から立教がグローバ
ルな大学に更に変わってゆくことを期待したい。そのために、英語教育の新たな視点か
らの充実、日本語教育の拡充、英語による授業の増加、海外の大学との交流の拡大、職
員や学務事務の多言語化が必須となろう。立教というアイデンティティをしっかりと持
ちながら、変わるべきことは大胆に変える柔軟性と適応性を持ち、「地の塩」としてさ
らに 150 年は頑張っていってほしいものである。
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